
 

（第２号様式）   
令和５年４月３日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立住吉高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和 年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月２日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の進路選
択に適合する教
育 課 程 を 編 成
し、組織的な授
業改善に取り組
む。 
 
② 情 報 活 用 能
力、論理的思考
力や他者と協働
した問題解決能
力を身につけさ
せる授業を実践
する。 

①探究的な学び
を発展させて生
徒の進路希望を
実 現 で き る よ
う、組織的な授
業改善に取り組
む。 
②すべての教科
において、プロ
グラミング的思
考力の育成を推
進する。 

①課題の設定から
問題解決までのプ
ロセスを意識させ
る授業展開を研究
する。 
 
 
②教科指導や探究
の時間、学級活動
など、あらゆる場
面でプログラミン
グ的思考力が育ま
れるような活動を
展開する。 

①組織的な授業
改善に取組むこ
とができたか。 
 
 
 
 
②プログラミン
グ的思考力や他
者との協働によ
る問題解決能力
を 育 成 で き た
か。 

①②全ての職員が
授業改善のための
研修を行い、生徒
のプログラミング
的思考力を養う授
業が展開できつつ
ある。他校からの
見学者とも研究協
議を行い、改善点
等を共有した。 
 

①②研修担当の負
担が大きくなって
いるのが課題であ
る。教員の意識も
徐々に高まりつつ
あり、教科や学年
ごとに伝達の場や
協議の場を設ける
など、主担当の負
担なしで、自発的
に行えるような流
れにしたい。 

①一人一台端末などを利
用しながら、ICT 機器を活
用した授業に取り組んで
いる様子が見られる。ICT
機器が苦手な職員も取り
組めるよう支援体制を築
いてほしい。 
②プログラミング的思考
力は社会へ出てから必要
な力なので、今後もしっ
かり取り組んでほしい。 

①一人一台端末を活用するなど
生徒に調べさせたり、考えをま
とめさせたりして発表させる授
業も増えてきたが、全職員で取
り組めているとはいえない。 
 
 
②研修や研究授業を通して職員
のプログラミング的思考力に対
する意識が向上した。その成果
が授業にも表れ、生徒にも意識
の向上が見られた。引き続き取
組みを継続していきたい。 

①全体での研修と教科内での研
修を充実し、教科での指導方法
や教材について話し合いの機会
を持つようにする。 
 
 
 
②今年度成果が表れてきたの
で、引き続き同様に取組んでい
く。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①生徒一人ひと
りの個に応じた
支援体制の充実
を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒の自己肯
定感及び自己有
用感を育成し、
コミュニケーシ
ョン能力を身に
つけられる指導
を実践する。 

①生徒一人ひと
りの状況を把握
し、必要な支援
を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒が様々な
人と関わること
で、社会性を身
につけ、自己肯
定感や自己有用
感が向上するよ
う支援する。 

①面談等を通して
把握した生徒情報
を、担任、学年
団、教育相談コー
ディネーター、養
護教諭、スクール
カウンセラーと共
有し、外部機関と
連携しながら対応
する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②部活動、生徒会
活動におけるボラ
ンティア活動に加
え、一般生徒のボ
ランティア活動へ
の意識向上を図
り、ボランティア
活動参加の機会、
参加生徒数を増や
す。 

①生徒情報を学
年会やグループ
会議、生徒情報
連 絡 会 で 共 有
し、必要に応じ
て外部機関と連
携したか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②地域との連携
活動やボランテ
ィア活動への参
加生徒数が増加
したか。 

①支援が必要な生
徒に対して、生徒
情報連絡会や学年
会で情報共有する
ことができた。SC
との面談も予約が
埋ま る状況 であ
り、担任や学年、
教育相談コーディ
ネーターの取組は
充実している。 
一方で、生活面で
課題のある生徒に
ついて、支援の必
要がある場合が複
数件 見受け られ
た。 
 
②コロナ禍ではあ
ったが、慎重な感
染対策を行い、状
況に応じて各部が
工夫してボランテ
ィア活動等へ参加
し地域との連携を
図った。 
今後も状況に応じ
た取組を行ってい
きたい。 

①教職員一人ひと
りが、生徒の小さ
な変化を見逃さな
いように注意深く
観察することで、
支援の必要な生徒
に気づいて支援へ
つなげていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②近隣の商店街や
中学校などは好意
的に対応してくれ
るので、生徒が主
体的に活動する姿
勢を育成していき
たい。 

①支援を必要とする生徒
は今後も増加していく
し、その内容も変化して
いくと思われる。そのよ
うな状況に対応できるよ
う準備してほしい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②部活動の生徒を中心に
商店街の催しや中学校の
行事に協力していただき
感謝している。今後さら
に活発になっていくこと
を期待する。 

①教育相談コーディネーターが
中心となって支援が必要な生徒
の情報を職員間で共有し、対応
することができた。支援の内容
が複雑化し、校内やスクールカ
ウンセラー・スクールソーシャ
ルワーカーだけでは対応ができ
ず、役所等との連携が欠かせな
いケースもあり、対応が難しく
なってきている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②ボランティア活動への参加が
部活動単位になってしまってい
るので、一般生徒でも参加しや
すい活動を行っていく必要があ
る。 

①スクールカウンセラーとスク
ールソーシャルワーカーの配置
が原則週一回となったので、連
携を密にとって支援していく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②コロナ禍から平常に戻ってき
ているので、「お掃除大作戦」
を復活させるなど一般生徒が参
加しやすい環境を整備する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和 年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月２日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

より質の高い進
路目標を生徒が
自ら設定し、自
主的に準備に取
り組めるよう進
路指導の充実を
図る。 

生徒が主体的に
自らの進路選択
をし、それを実
現できるような
指導・支援を充
実させる。 

生徒が主体的に進
路選択できるよ
う、進路説明会の
実施や最新の情報
提供、個別指導な
どの丁寧な進路指
導を行う。 

「魅力と特色あ
る県立高校づく
りについてのア
ンケート」にお
いて、キャリア
教育の成果に係
る回答の満足度
が、85％を超え
ているか。 

「魅力と特色ある
県立高校づくりに
ついて」のアンケ
ートにおいて、キ
ャリア教育の成果
に係る質問に対す
る回答の満足度が
88.3％であった。
この満足度をさら
に高めるために、
丁寧 な面談 面接
等、対面での指導
を充実させていく
必要がある。 

今年度の反省点や
要望を踏まえて、
改善点の洗い出し
を行うとともに、
職員全体で進路指
導に当たるシステ
ムを構築する。近
年大学の学部学科
の改変等変化が著
しいので、最新の
情 報 収 集 に 努 め
る。 
今年度よりスタデ
ィーサプリを導入
したので、その有
効 活 用 を 具 体 化
し、生徒の学力ア
ップにつなげる。 

面接を回数多く実施でき
ていることは評価でき
る。様々なことが原因で
悩みを抱えている生徒が
いると思うが、丁寧に対
応してほしい。 

説明会や面接などを通じて適切
な進路情報を伝えることはでき
た。その一方で推薦や総合型選
抜で進学を目指す生徒が数多く
いるが、「行ける学校」ではな
く「行きたい学校」へ進学でき
るよう指導を行っていく必要が
ある。 

１学年から自学自習の習慣を身
に付けさせるために、予習・復
習や宿題を課していく。そのた
めにはスタディサプリの活用を
促していく。 

４ 地域等との協働 

地域との協働を
推進し、地域に
信頼される学校
づくりを進め
る。 

本校への理解を
深めてもらうた
めに、本校の教
育活動を積極的
に広報するとと
もに、地域に開
かれた学校とし
て地域との信頼
関係を築く。 

①学校説明会など
をとおして本校の
教育活動を理解し
てもらう。 
 
 
②HPの内容を充実
し、こまめに更新
する。 

①参加者に満足
し て も ら え た
か。 
 
 
 
②HP をこまめに
更新できたか。 

①学校説明会のア
ンケ ート結 果で
は、概ね満足して
いただいた。 
 
 
②説 明会に つい
て、問合わせの多
かった点を改善で
き、スムーズに参
加申し込みを行う
ことができた。 

①次年度は体育館
改修が入るので、
その状況に対応す
るべく工夫を重ね
る。 
 
②引き続き、改善
をしていく。 

①②数多くの志願者がい
るという事実から、学校
の魅力は中学３年生には
伝わっているようであ
る。 
一方、近隣の町内会から
は「住吉高校の活動が見
えてこない」という声を
耳にする。この点は協力
できるので声をかけてほ
しい。 

①学校説明会には多くの参加者
に来校していただいた。令和５
年度は体育館で説明会を行えな
いので、参加者に満足していた
だけるよう工夫していきたい。 
 
②内容によっては HP の更新が遅
くなってしまうものもあった。 

①学校を直接見てもらえる機会
を設定するなど工夫をしてい
く。 
 
 
 
②HP の更新を確実に行えるよう
に定期的に確認する機会を設け
る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

すべての職員が
教育環境の変化
に 迅 速 に 対 応
し、前向きに課
題に取り組む学
校文化を形成す
る。 

高校教育を取り
巻く様々な課題
に協働して対処
していく体制を
つくる。 

一人一台端末や
BYODを活用した授
業スキルを身につ
ける。 

一人一台端末や
BYOD を活用した
授業に取組めた
か。 

各教科が課題発出
や提出物などにグ
ーグルクラスルー
ムを積極利用して
おり、情報収集に
も役立っている。 

年度末に今年度の
振り返りを行い、
改善点や活用事例
を共有していく。 

一人一台端末を活用して
いる様子がよく分かっ
た。今後も工夫を凝らし
て取り組んでほしい。 

一人一台端末の活用などは広ま
ってきたが、グループ活動に活
用されているとは言えない状況
である。 

Jamboard のように、まだあまり
活用されていない機能を使うな
ど工夫して、グループでの共同
作業を行うなどして深い学びに
つなげていく。 

 


